
家畜・家禽の健全育成を目指した免疫・微生物研究開発プラットフォーム
構成員：共立製薬（株）、（国）東北大学、千葉県農業共済組合， 管理運営機関：（国）東北大学

家畜・家禽の健全育成を目指した免疫・微生物研究開発
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お問合せ

糞汁作成

健全育成牛（ドナー）

嫌気性を保ち迅速に

生理食塩水
約200mL

約100g

採糞 濾過

下痢症発症牛（レシピエント）

移植

滅菌バックに対する画像結果 

滅菌
ポリ袋

子牛の下痢症を対象とした有用微生物叢移植の手順

病原微生物
感染

下痢
攪乱

子牛の腸内微生物環境は下痢症発症により攪乱（Dysbiosis）される

病原微生物
排除

治癒
改善

腸内環境の健全化

有用微生物叢移植によりレシピエントの腸内微生物叢は健全化

ドナー由来糞便
（10-100g）

微生物叢の改善

ごく少量の健康子牛（ドナー）由来の糞便を下痢発症子牛に移植する

① ② ③

有用微生物叢移植により数日（1-7日）以内に腸内環境が健全化され下痢症が治癒

PNAS (2015)112: 5649-5654

家畜用抗菌薬の使用状況

日本での抗菌薬の使用量（2016年）

薬剤耐性菌の出現

「薬剤耐性」

抗菌薬が多用される今日の畜産業と薬剤耐性菌問題
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糞便移植後
日数

ドナー

移植翌日 移植７日後

4060 90 5842 574310

移植直前

レシピエント

正常 治癒下痢 完全治癒

グラム染色（赤：陰性菌、青：陽性菌）

糞便中微生物の安定化

（健全育成子牛） （下痢症発症子牛）

有用微生物叢移植の有効性

有用微生物叢移植の有効性に関するメカニズム解明
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1：健全
2：軟便
3：泥状
4：水状

14移植/20移植中（70%）

６移植/20移植中（３0%）

難治化した下痢症でも7割の確率で治癒可能

攪乱

健全

有用微生物叢移植により腸内環境を改善できます

健全育成牛由来

有用微生物叢
カクテル

将来展望

産業領域 バイオ テクノロジーを活用した新事業創出

家畜・家禽の健全育成を目指した免疫・微生物研究を通して、特に家畜・家禽の粘膜感染症制御を可能にする素材を社会実装することを目的とする。特に、薬剤耐性対策とし
て、抗菌剤に代わる次世代の動物医薬品の開発とその普及を目指した活動を実施する。

（１）家畜・家禽の健全育成を目的とした免疫・微生物製剤の実用化を念頭に置いたビジネスモデルの構築
（２）家畜・家禽の腸管免疫・腸内微生物のモニタリングおよび腸内デザインに関するビジネスモデルの構築
（３）家畜・家禽の腸内環境の健全化に向けた知財情報の調査及び知財戦略の策定
（４）研究成果等の情報発信及び新たなプラットフォーム会員の勧誘
（５）その他「知」の集積と活用の場産学官連携協議会の活動への協力 等

目的

内容

免疫・微生物
製剤

連携

目標：社会実装

内容：技術革新

フードチェーン
安全・安心な

食品の生産・流通

シーズ
例
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有用微生物叢移植の将来展望 プラットホームの将来展望

世界の課題

家畜・家禽が微生物に感染し
た際に、抗菌薬を中心とした
治療が行われているが、世界
的にも耐性菌に起因する感染
症による疾病付加のない社会
を目指すことが求められてい
る。
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